
【取組内容①】 一人一台端末とクラウドの活用による個別最適な学び ～学びの成果をまとめる～

京都市立南大内小学校（京都府）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

⚫様々な学習場面で、一人一台端末を積極的に活用し、個別最適な学びの充実に取り組んだ。
⚫特に、学びの成果をまとめる場面におけるクラウド活用を進めることで、児童が好きなときに自身の変容についての振り返り
を行ったり、他者の様子を参考にすることができ、学びの深まりにつなげることができた。

【音楽科】
鍵盤ハーモニカの演奏

音楽科の鍵盤ハーモニカの演奏で、見本動画
をクラウド上にあらかじめ掲載しておくとともに、
各自の指使いを撮影してクラウド上に提出さ
せクラス全体で共有した。

（クラウド共有を活用した主な取組実践）

＜成果＞
• それぞれの児童が授業中や休み時間、更に
は家庭でも、好きなときに必要な動画を確認
でき、個別最適な学びにつながった。

•自他の演奏の様子を後から客観的に確認
することができ、児童・教職員ともに振り返り
に生かすことができた。

←２人ペアで
指使いを撮影
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クラウド上で共有

↓

【国語科】
新聞づくりの活動

国語科で、他のクラスにも知らせたいニュースを
新聞にまとめる際、一人一台端末を用いて新
聞を製作した。また、1時限ごとに途中経過を
クラウド上に提出させクラス全体で共有した。

＜成果＞
•端末上で新聞づくりを行うことで、レイアウト
や見出し、記事内容などを何度も試行錯誤
でき、より伝わりやすい紙面づくりについての
学びの深まりにつながった。

•途中経過をクラウド上で共有することで、友
達のまとめ方や表現からアイデアを得ることが
できた。

一人一台
端末を活用
した新聞づ
くりの様子

【体育科】
学習カードの記録

体育科の学習（下の写真はてつぼう運動）で、
１時限ごとのめあてや振り返りを記録する学
習カードをデジタル化し、端末上で作成するこ
ととした。作成した学習カードはクラウド上で保
存することとした。

てつぼう運
動の学習の
記録を端末
上で作成し
保存

＜成果＞
•紙のカードと比較して、端末上に記録が保
存されていることで、児童が好きなときに手
軽に振り返りを行うことができた。また、今後
は学年が変わっても振り返りが容易になる。

•教員にとっても、クラウド上からいつでも児童
の学習の記録を確認することができた。



【取組】
印象派の絵画について、生徒が調べたこと、感じたこ
とをクラウド上の共有ノートに書き込んでいった。
【成果】
各自が調べた様々な情報や感じ方を共有できた。さ
らに、それを踏まえて、より踏み込んだ情報や感じ方を
書き込んでいく生徒もいた。

• 他の生徒の意見ばかりに興味を持ち、自分の学習に向
かない生徒もいた。

• 評価にどうやってつなげていくか難しいと感じた。

社会科の学習で、沖縄の伝統的な家と現
代の家を比較して、各自が気づいたことを学
習支援ソフト上のノート上で共有し、分類・
整理を実施。
各児童の意見が即時に共有ノート上に反
映されるため、伝統的な家に対する意見が
出ると、すぐにそれと比較して現代の家に対
する意見があがる等、活発な話合いが見ら
れた。

総合的な学習の時間に、本校付近の「東寺」と修学旅行で訪れる香川県善
通寺市の「総本山善通寺」についての調べ学習を実施。
まずは身近な東寺について、各児童が調べたことをクラウド上に提出し、似た意
見をまとめるなどの分類を共同編集により実施。友達と交流しながら様々な意
見に触れることで、自分にはなかった気付きを得たり、新たな疑問が生まれたり
している様子が見られた。【左図】
また、学習の総まとめでは、東寺と善通寺についてこれまでに調べてきたことをク
ラウド上で共有。共通点や相違点について、ベン図を用いて話し合いながら共
同編集で整理することで、理解の深まりが見られた。【右図】

【取組内容①】一人一台端末とクラウドの活用による協働的な学び ～考えや意見を共有する～

京都市立南大内小学校（京都府）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

⚫児童が調べたことや気づいたこと等を学習支援ソフトを用いてクラウド上で共有し、共同編集による整理やまとめを実施した。
⚫共同編集により様々な意見が即時に反映、整理されることで、児童は互いの意見を比較し、共通点や相違点を見出すと
ともに、更に考えを深めることができた。

（共同編集を活用した主な取組実践）


